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令和５年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践報告書 

 
１ 実践校名 

 
久慈市立夏井小学校 

 
２ 実 践 名 

 
夏井っ子一人一人のよりよい生活の確立を目指して 

 
３ 実施対象者 

 
夏井小学校 全校児童 

 
４ 目 標  

 
自分の体や心に関心をもち、「運動習慣」・「食習慣」・「生活習慣」についての理解を深
め、よりよい生活をおくろうとする児童を育成する。 
 

 
５ 実践内容 実践内容 

該当する 

推薦基準 

〇「チャレンジカード入力システム」の活用 【資料１】 
久慈市教育研究所の健康教育委員会が作成した「チャレンジカード入力
システム」を活用し、児童一人一人が端末を用いて自身の生活の状況を
入力することで、自己の健康課題（「運動習慣」「食習慣」「生活習慣」）
を把握させ、生活改善の取組に生かすことができるようにした。 

ア 

〇業間休みの体力づくり 【資料２】 
 業間マラソンは１学期（5月～７月）と２学期（９月～11月）、縄跳びは
冬季（12月～2月）に週3回（月・水・金）、カードの活用や検定を行い
ながら５分間取り組んだ。また、学校保健委員会の活動にも位置付け、
保護者の意識化を図った。 

ア 

〇運動量の可視化 
 毎学期のチャレンジカード実施期間に、全児童に歩数計を貸与し、自己
の目標を設定させ、一日の運動量について記録した。 

イ 

〇長期休業チャレンジシートの活用 【資料３】 
60プラスプロジェクトの「運動習慣」・「食習慣」・「生活習慣」の項目に
加え、歯みがき、メディア時間の項目を設け、長期休業中も規則正しい
生活習慣の確立を目指し取り組んだ。 

ウ 

 
６ 成 果 

・「チャレンジカード入力システム」の活用では、児童から「記入した記録がグラフに表
されるので見やすかった。」などの感想があり、自己の生活の自覚化のつながった。ま
た、担任からは、円チャートで結果が見えることで、児童が自己の健康課題に気づく
ことができているという感想があった。 

・令和5年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の本校の結果では、どの項目に関し
ても良好な結果となった。特に、シャトルラン、ソフトボール投げは、多くの学年で
全国比を大きく上回った。 

・歩数計を使うことにより、児童が自己で決めた目標を達成しようと、意欲的に体を動
かす姿が見られた。 

・長期休業チャレンジシートの取り組みを通して、児童が各項目を意識して生活を送る
ことができた。また、担任も長期休業中の生活について把握することができた。結果
を保護者に伝えることで望ましい生活習慣についての啓発を図ることができた。 

 
７ 課 題 

・チャレンジシートの改善と家庭への啓発 
 長期休業中のチャレンジシートは、児童によりよい生活について考えさせたり、担
任が実態を把握したりする上で、有効な手段であると考える。しかし、児童が正確
に記述をしているのか、保護者のチェック体制はどうなのかについて疑問を抱くこ
とがあった。児童の生活習慣に対しての客観性が担保できるようなチャレンジシー
トの開発やそれらを生かした家庭への啓発の在り方について検討する必要がある。 

・担任と養護教諭、栄養教諭の授業実践  
望ましい「食習慣」・「運動習慣」について、養護教諭・栄養教諭等と担任との連携
による授業実践ができていない。 

 
８ 今後の予定 

・担任と養護教諭による授業実践 
 久慈市教育研究所の健康教育委員会の実践に、担任と養護教諭による、「睡眠の大切
さを学び、自分の生活習慣を見直そう」という授業実践がチームズにアップされてお
り、授業の指導案、パワーポイントによる授業資料、ワークシートも自由に閲覧・活
用できる環境になっている。3学期にそれらの資料などを用いて、生活習慣に関わる
授業実践を担任と養護教諭が協力して指導を行い、児童が基本的生活習慣への理解を
深めていく予定である。 
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